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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

酸化スズは半導体式ガスセンサに広く用いられる材料である。センサ部に薄膜化ま
たはナノ粒子化した酸化スズ材料を用いると、表面積と抵抗変化量の増加やガスが
センサ部全体に拡散しやすくなり、ガスセンサ能が向上する。 本研究では、超音波
ミスト堆積法によりナノ粒子膜構造を制御し、センサ能の向上および構造がガス応
答に与える影響の検討を行った。

実験
Experimental

超音波ミスト法によって酸化スズ膜を作製した。100mlの水に酸化スズナノ粒
子20mgを分散させ、1.7MHzの超音波で霧化し、キャリアガスを空気、流
量140sccmで石英基板上に堆積させた。膜構造の制御のために、基板温度を200℃、
300℃と変化させた。また、基板温度100℃で同分散液を50μl取り、15回滴下し
て液滴膜 を作製し た。電極の作製の た め、膜厚0 . 1 0μm の A u を真空蒸着
し、N2:O2=8:2雰囲気下で温度500℃時間3hアニール処理した。濃度200ppmの
エタノールガスを流量1500sccmで流し、ガス応答を測定した

結果と考察
Results and Discussion

図に超音波ミスト法によって基板温度300℃で作製した膜(a)と液滴膜(b)のSEM像
を示す。滴下乾燥させた場合にはひび割れや膜厚のムラが目立つが、ミスト成膜の
場合では、ミストの噴霧部を中心に均一な構造が見られる。ミスト成膜では、特徴
のある膜構造として、微粒子が密に充填された構造と網目状の構造が形成されるこ
とが分かった。基板へのミストの吸着と凝集の過程が構造に違いを与えていると考
えられる。エタノールガスに対する応答性(Ra/Rg)は、網目構造膜では21.5、液滴
膜では8.7であり、網目構造膜は液滴膜に対し2.5倍の応答性を示した。さら
に、ARIM登録設備であるNI-013（高精度ガス/蒸気吸着量測定装置）による計測に
よれば、表面積は14.85倍となっていることが確認された。また、X線光電子分光
（XPS）測定では、網目構造においては、水酸基が顕著に観察された。以上から、
成膜された細孔性の網目状構造に起因する表面積の増大と酸化スズ表面の化学結合
状態が、応答性の向上に寄与したと推察される。
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図１ 膜の走査型電子顕微鏡画像（a）ミスト成膜（３００℃）、(b)液滴堆積膜
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